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残そう、自然の宝石箱・のりくら

ﾙ┐ﾖパ帯週 乗鞍岳と飛騨の自然を考える会
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宮川のコイの放流中止（来春を最後に）

当会は 2017 年 10 月 23 日に高山市長に
対し「宮川へのコイ類の放流中止について
（提案）」として要望書（No.71 に掲載）を
提出し、それを受け 2018 年 2 月 19 日に
当会と宮川漁協、市の関係部局、宮川を美
しくする会等が集まり話し合いがもたれま
した。その中で、漁協（放流している主体）
側からは、コイが外来種である事は認識し
ている、放流を中止する事はやぶさかでは
ないが、「義務放流」の枠内で宮川にコイを
放流しているものであり、殆どが居着かず
下流に流されていってしまうが、下流で採
ってもらえばよいというスタンスで放流を
続けている、今では春秋の高山祭りの前の

年中行事になっている等の話がありました。
また、上の記事にもあるように「コイの生
産者の高齢化、後継者不足」でいずれ放流
できなくなる可能性もあると言う話もされ
ていました。しかし、この話し合いの後は
さしたる進展も無く時が過ぎていきました。
今回の中止は、「生物多様性の観点から、

宮川にコイの放流は間違い」、と言う私達の
主張に賛同しての中止ではないものの、長
年続いたコイの放流の中止が決まりました。
今後宮川（川上川、苔川も含む）のコイが
どのような状態になっていく（減っていく）
のか、注意深く見ていく必要があります。
今後も川を見続けていきましょう。
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ました。しかし彼女は用事があって残念。次に
声をかけたのは、ご近所の N さんご夫妻。こう
いう誘いに乗ってくれそうなアクティブな人は
やっぱり予定がつまっていて、N さんご夫妻も
残念！しかし、ご主人が「前に乗鞍でやってな、
その冬に石垣島へ行って、アサギマダラがいて
ナンバリングしてあったので捕まえたら、自分
が乗鞍でマーキングしたアサギマダラだった」、
という奇跡としか言いようのない話を聞かせて
くれました。さらに、「アサギマダラの羽にふ
れるだけでも感動するよ」、と言われたので、
これはひとりでも行ってこよう！（この冬に南
の島へ行く予定はまるでないのだけど）と、参
加しました。集合場所の道の駅からは、「一人
なので乗せていただけませんか ?」と会長さん
ご夫妻に図々しくお願いして、行きも帰りもず
っとお世話になりました。

いよいよ、事前に捕まえていたというアサギ
マダラとの初対面。50 頭ほどと聞いていたの
で、どんな大きな虫籠が出てくるのかと思えば、
きれいに三角に折り畳まれた紙の間に蝶がいて
ビックリ！蝶博士の鈴木さんの腰には、それを
格納する三角の容れ物。こんな道具もあるのか
とまたビックリ。

雄・雌の見分け方、交尾痕、それを覚えるの
もまた楽しく、羽だけでなく独特の水玉の胴体、
マーキングした後に飛び立つ姿の美しさに惚れ
惚れしました。

 自分では 1 頭も捕まえられませんでしたが
初めて参加した特権で、6 頭もの蝶にマーキン
グさせていただきました。すべて鈴木さんが捕
まえてくださった蝶です。捕虫網を手に確実な
足取りで蝶を捕まえる鈴木さん。「鈴木さんに
は、蝶の匂いがするのではないか」「蝶の声が
聞こえるのかも」と、周りの方と話すほどでし
た。残した記録の「備考」のところには全部「鈴
木さん」と書きました（笑）。

家へ帰って写真に撮った記録を見返してみる
と、標識者と場所との書く順番を間違えていて、

「チャオ」という人が「モリ」で捕まえたこと
になってしまっていました。「モリ」なんてそ
こら中にあるのに。記録をネットにアップして

                    小田有公子
私は 3 年程前、自宅の庭で今まで見たことの

ない蝶を見つけ、後からそれがアサギマダラで
あることを知りました。その蝶は好む植物があ
り、我が家のフジバカマもその一つでした。

もう一度あの蝶を見てみたいという思いか
ら、今年の春、フジバカマを植えかえて、株を
増やし、今年は見ることが出来るかな、と思っ
ていたところ、新聞で、アサギマダラのマーキ
ングの会があることを知り、さっそく参加させ
ていただきました。なんの予備知識もなく集合
場所に行くと、蝶を捕獲しながらチャオ御嶽ま
で行くと聞き、ついて行けるだろうかと不安を
感じましたが、松崎様や奥様、会員の方たちの
優しい雰囲気の中、安心して参加することがで
きました。

初めてのマーキングや放蝶、60 才半ばにな
って網を持って蝶を追いかけたり、またアサギ
マダラの事だけではなく、可憐な花を咲かせる
山野草や、うぐいすの地鳴き声の事なども教え
ていただいたりと、心躍る楽しい一日となりま
した。

鈴木先生はじめ会員の皆様本当にありがとう
ございました。
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            森　晶子

国府町の瓜巣というところへ家を借りて 17
年。近くに畑も借りて野菜の世話、前の家主さ
んの植えた庭木の手入れと、瓜巣生活は今まで
やったことない仕事がいっぱい。雨が続く時期
は毎年泣きながら草取りをしていましたが、子
どもも大きくなり心に余裕ができたのか、以前
よりも生き物や植物の美しさに心を奪われるこ
とが多くなりました。

そんな時に地元のフリーペーパーで「アサギ
マダラマーキングの会」があると知って、未だ
見ぬアサギマダラを見たい！気持ちが一気に盛
り上がりました。

とはいえ、ひとりはやっぱり心細い。時間
のある時にひとりで行って蝶だけ見てこようか
な、とも。でも、やっぱり前日になって昆虫好
きのお友達、バイク乗りの Y 子さんに声をかけ

  初めてのアサギマダラのマーキング
                          




